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Abstract
FromMarch2ndtoMarchllth2016,agroupofKanazawaUniversitystudentstraveledtoThiwan
withthisresearch'sauthors.Thetripwasprimarilyaimedatgivingstudentsanopportunitytolearn
aboutTaiwanesecultureandsocietybymeetingpeoplewhoworkatselectedcompaniesthere,andby
visitingmuseumsandacademicinstitutions.Inaddition,theauthorsalsoaimedatmakingKanazawa
Universitybetterknowntothosecompaniesbytakingourstudentsthere.Altogethersevenstudents
participatedinthetrip.Wevisitedonenon-governmentalorganization,twocompaniesandseveral
museumsandacademicinstitutions,includingAcademiaSinicaandNationalTaiwanNonnalUniversity.
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I.はじめに
ちょうど1年前の2015年3月上旬に，金沢大学人間
社会学域国際学類アジアコースの教員である著者ら
は同学類の学生10人を引率して台北市にある日系企
業や研究機関・大学などを訪問した（弁納・古泉，
2015)')。今年度は，国際学類の学生にとどまらず，
金沢大学の全学的な取り組みとして,2016年3月2日
（水）～ll日（金),著者らが金沢大学の国際学類・
人文学類･経済学類の計7人の学生2)を弓|率して台湾
を再訪した（表l,2)｡
この事業の主な目的は，台湾の日系企業で働く
方々から，海外での仕事や生活についての体験を聞
いたり，現地の大学や研究機関に足を運んだりする
ことで，学生に台湾の社会や文化について学ぶ機会
を提供することにある。一方，学生を引率すること
により，台湾の日系企業における本学の認知度を向
上させることもまた，本事業の役割の一つとして挙
げることができよう。今回は，企業側にとっては年
度末決算の最も多忙な時期に当たっていたことから，
台湾SONYとの調整がうまくつかず，訪問すること
を断念せざるを得なかったが，新たに台北市日本工
商会・台湾日本人会を訪問してお話を聞くことがで
きた。その旅程は表1のとおりである。
'金沢大学人間社会研究域経済学経営学系〒920-1192石川県金沢市角間町(FacultyofEconomicsandManagement,
InstituteofHumanandSocialSciences,KanazawaUniversity,Kakuma-machi,Kanazawa,920-1192JaPan)
2金沢大学人間社会研究域法学系〒920-1192石川県金沢市角間町(FacultyofLaw,InstituteofHumanandSocialSciences,
KanazawaUniversity,Kakuma-machi,Kanazawa,920-1192Japan)
*連絡著者(Authorfbrcorrespondence)
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図1台北市日本工商会総幹事前田吉徳氏に挨拶す
る学生（中川純・竹内友輔)．
Fi91KanazawaUniversity'sstudentsgreeting
withMr･MaedaoftheJapaneseChamber
ofCommerce&Industrymipei
図2台湾日本工商会
Fig2TheJapaneseChamberofCommerce&
IndustryTaipei
して講演を行ったりして情報交換の場を提供してい
る。ただし，スタッフ不足もあって，新たに日本か
ら台湾に進出してくる企業への台湾側のパートナー
の紹介や，問題解決のための手助けまでは手が回っ
ていないという。
台湾は日本企業にとって，進出して成功する可能
性が中国大陸より高いが，その市場規模は小さい。
なお，いわゆる大企業はほぼ進出し尽くした感があ
り，最近は，飲食業をはじめとするサービス産業の
進出が多くなっているが，その出資・投資規模は製
造業などに比べると小さい．
中国大陸におけるビジネスはリスクが大きく，複
数のプロジェク|､を実施できる体力のある大企業で
ないとなかなか参入するのが難しい。‐方，台湾は
中匡|大陸と比べて，文化的な感性かH本と近く，比
較的リスクも少ない。そのため，’|'小企業には合弁
などで参入しやすいという利点がある。例えば，日
本企業の技術と台湾企業のビジネススキルが組み合
わされば,海外へ展開する_'二で非常に有利であろう。
このような方針を財|丈|法人交流協会(1972年以降，
日本と正式の国交関係がなくなった台湾・中華民国
における事実上の大使館となっている）など，｜ﾖ本
側の公的機関も後押ししている。
最後に，学生に対するアドバイスとして，現状を
否定的に捉えず前向き・ポジティブに考えるように
すること，また，人に対して情熱を持って語るべき
であること，さらに，積極的に海外に州かけて行っ
て，未知なる世界と接して「常識」を覆すような姿
年から2014年にかけて上海市及び北京市で業務に従
事した。こうして,rl'|到大|蟻には都合21年間駐在し
た。そして,2014年に退職した後，海外勤務を希望
していたところ，｜司年10月末から台北市日本工商会
（台湾日本人会）の総幹事として抜擢されて現在に
至ったという。
以上のように，前田氏による経歴などの説明は極
めて簡潔になされたが，次の機会にはもう少し詳し
く聞いてみたいと感じた。その後，多くの時間は学
生及び教員からの質問とそれに対する回答に費やさ
れた。その概要は，以下のとおりである。
日本と中華人民共和IEIとの間で口中国交回復が実
現し，逆に，台湾（中睦民国）との外交関係が断絶
した1972年当時は,I｣台間の貿易額は日中間のそれ
を大きく上但|っており，’二|本と台湾の経済関係は極
めて重要だったので，その後も台湾との経済的結び
付きは継続していた。台北市日本工商会は約50年の
歴史を有し(台湾日本人会は約60年の歴史を有する)，
2016年3月現在，台北市'三|本工商会の会員企業は435
社，台湾日本人会の会員は約3,000人に上っている。
ただし，2016年3月現在に至るまで,台北市日本工商
会は日本商_［会議所とは無関係であるにもかかわら
ず，台北市日本工商会が日本商工会議所の海外支所
としてリストに掲載されているという。
台北市日本工商会は，毎年，｜ヨ書を作成し，台湾
政府に対していわゆる政策提言を行っており（欧州
商会と米国商会も|司様の政策提言を行っているとい
う），また，部会ごとの定例会を開催し，講師を招聰
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前II｣I(2015年3ﾉl)と|,il様に，ハワー ホイントを仙
川して，徳光氏が|'lらの絲雁を紹介しながら，’1勝
ﾉMII賀陛を経営していく｜､でポイントとなる,il，(につ
いて説明していただいたばかりでなく，そもそも人
間はどのように生きていくべきかについても熱く
語っていただいた寸一なわち，前臂については，旅
館業とホテノレ業との|:||途，「おもてなし」とサー ビス
やホスヒタリテイの根本的な｛:II逸などについて，具
体的な事例を茶げなから，伝統文化を!剛Jする旅館
雄というビジネスにおいて'I&るべきところはしっか
り守りつつも，変えて↑JEくべきところは変えてｲjEく
ことの必要性と大切さを説lﾘIしていただいた．ﾉﾉ，
後行については，人との{||会いと繋がりがJI常に承
喫であること,|@I分のfll縦だ;ナではなく，いかにし
てi|会あるいは他.汗に蛍献寸-るのかを‘ば,識すること，
違いばかりを見るのではなく，共迪'IIAを兇つけ川し，
また，違いを枇､ドﾘするのではなく，！認め合うように
することが重要であることなどについて脱Iﾘlしてい
ただいた｡以上の点については，「異文化とのしなや
かな共生」を教育卜|標に掲げている金沢大判ヨ際学
噸の理念と完全に致していると思われる。
なお，日勝生加賀雌への来容としてはifに台湾人
を想定していたが，昨年度は番港・中|刺からの群か
36％にまで急増したとのことである将来的には、
堆人がいる東南アジアからの来審も期待できると考
えているようである
Ⅲ大学・資料館など
1）中央研究院
3月3H(木）午後,!|1災研究院近代史研究所梢案館
（図6）を訪問し，前IIII(2015年3JIHﾘ）と同様に，
'|'央研究院に留学1:|!(!,'.WIHJK''12大学院にｲl総）の
側|刈裕基氏に案内していただき，学/|臭も楠案資料の
、1．1．'&入，
検索を体験し，また，‘'1央ｲﾘ|:究院の傅斯年|叉|苫館(|文’
7)，郭廷以図書館，人文社会総合図書鮒(|#l館内に
{土台湾島内の先住民族に関する腱,爪があった）など
を訪問した郭廷以図筈館と人文社会総合図書館は，
IjiiIRI(2015年3月Iｲﾘ）も参観したか，傅斯年図諜節
はノド|い'初めての訪'''1だったので，少しllj州をかけて
|,i1節内の書庫を兄て|!'|った．
1－’J
視3ﾉ141-I（金）ノ|=111i,'|'ﾘと研究院'､if:術ii叶勤'|'心の
地|<1階にある｢j#l,1｢にてIIド癖を1職人したナ債お|,jl!I¥
図6中央研究院近代史研究所桧案館
Fig6ArchivesofthelnstituteofModernHistory,
AcademiaSInica
図7中央研究院傅斯年図書館
Fig.7FuSsu-nienLibrary,AcademiaSinica
l,liに{-t'|1央研究院の出版に上るものをはじめとして
いわゆるI,'fIIIj=･研究書がIIW:樹に取り揃えられてい
る
2）国家図書館
3jl61I(l･l)午後,'|''l記念'iltを参観する前に，
そげ)すぐ|嫌にある国家|叉'1IF鮒（|叉'8）を参観した。た
だし今|'1lは，同家図[Mi'iについては学生に対して
特I=II:llilのド調べをさせていなかったので，同Ix111}
館において文献資料の閲I党などI士せず，場所を確認
するだけにとどめた
3）国史館（総統副総統文物館）
311711(jl)午前，総統府(lll台湾総督府）のす
ぐll1llに〃〕る総統繭il総統文物雌(IxI9),|旦史館を参観
－fn－
4）国立台湾大学
3jl7口（月）午後，国立台湾大学（図I0)を訪問
した。｜司大学の正門前で集合写真を撮っていたとこ
ろ、カンボジアから台湾に旅行に来ていた学生に話
しかけられた‐その後，台湾大学構内に設置されて
いた同大学の校史に関する展示を閲覧してから，台
湾大'､)を図書館を参観し，台湾大学の近くにある占書
店へ移動した。
5）国立台湾師範大学
3月7日（月）夕方，台湾師範大学（図1l)を訪問
し,|制大学に留学中の国際学類2年生の小笠原千紘の
紹介と事前準備によって,18:00～19:00,20人余り
の台湾師範大学の学生（数名の留学生を含む3)）と
図8国家図書館．
Fig.8NationalCentraILibrary
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図9総統副総統文物館
Fig.9PresidentialandVice-PresidentialArtifacts
Museum.
図10台湾大学正門前
FI910MaingateoftheNational~iaiwanUniversity
零
した。なお，前回（2015年3月上ｲﾘ）訪問した国史館
はMRT析店駅を下申してから，さらにバスに粟って
しばらく行ったところにある（弁納．,',.ji&,2015)｡
まず､2階の総統副総統文物館の鵬示を参観したが，
学生の．'ちの数人が同館内の1･1本に関心を持ってい
るとい~)女性職員に話しかけられて英語･!+1回譜・
日本語を交えながら会話をしていた。
その徒,1階の国史館で職員のﾉに助けていただい
て，アカウント(｢I|腱号｣，「密砺｣）を取僻し，楠案
資料や史料の検索をしてみた“これによって,I｣本
でも国史館の悩案資料などの所厳||録を検索するこ
とができることかわかった。なお，新IIIrにあるLEI史
館には，殆どの原典か所戯されている。
図11台湾師範大学の学生に土産を渡す国際学類1
年生の中川純
Fig．11KanazawaUniversity'sstudentgreeting
withastudentoftheNationaITaiwan
NormalUniversity.
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交流することができた。小轆li(がll本舗とL卜I同語で
司会進行役を務め，！|'川が金沢大学の学生を代表し
て最初に挨拶の言葉を述べた。そして,19:00からは
台湾師範大学の近くの鮫イ･館（前I1I1と|削様）で食事
をしながら交流を続けた。
今回の交流にかかわる．連の:MI準備と､1111の仕
切りは小笠原に完全に任せていたが，非常によく
やってくれて，本人にとっても非常に学ぶところが
多かったと考えられ，その教育的効果も大きかった
と思う。
Ⅳ、その他
1）228記念館
3月4日（金）午後，台北市'三i本l簡会を訪問する
前に,2.28記念公園内にある2.28記念館を参観した。
|司館の入館料は20台湾ドルだったが（前Iilは,2･28
事件記念日の翌|-lの3j.j1l･1に参観したため無料|%|放
だった)，学生は人f11'i料が無料だった（金沢火'.jJ:の‘学
生証を提示した)。我々が人節した時，’11節内にはボ
ランティアと思われると人から,説明を受けていた高
校生のグループがいくつかいたので，雅音らは，そ
の後に付いて行って説明を聞いた。
2）台中市孔子廟
3月5日（土)，ホテル近くのレストランで昼食を
とった後，徒歩で台LI-!｢h孔了･廟（図12,開放時間は
9:00～17:00,月曜日休館）を参観したが，入場料は
徴収されなかった。その1'1の火成I111には合格祈願の
言葉を書くためのカード(H本で闇･う願掛けの絵馬
鹿
』
図12台中市孔子廟
FIgl2-｢aichungConfucius~iemple
のようなもの）を掛ける場所があり，また，大成殿
（本殿か？）には合格祈願の言葉を書いた紙を投函
する箱が設置してあり，合格祈願のために参拝する
ようになっていた。ただし，当日は，受験シーズン
ではなかったためであろうか，訪問者は非常に少な
かった。
台中市は,台北市よりも南に位置しているために，
やはり台北市より気温が高く，当日，徒歩で30分余
りかけて台中市孔子廟に向かっていた時は汗ばむほ
どだったので，帰りはバスでホテルまで戻った（台
北市で購入した｢悠遊f｣を使用することができた)。
台中市からすると，台北市は大都会に見える。
我々教員2人は,在来線の台中駅の近くの店で夕食
をとった。台中駅舎は，日本統治時代に建設された
ものであろう‐
3）中正記念堂
3月61-I（日）午後，国家図書館を訪問した後，そ
のすぐ隣にある中疋記念堂を参観した。今回も，同
堂内の巨大な蒋介石の座像の両脇に立つ衛兵の交代
をみることができた。その際，中国大陸からやって
来たと思われる中高年女性のグループが大声で話し
ながら筆者らの前に割り込んで来て衛兵を撮影して
いたのには非常に辞易させられた。しかも,今回は，
|荷l堂内の1階に中国大陸でよく見かけるような抗日
戦争の惨状とその勝利を祝う展示があった。
4）国父記念館
3月6H(日）午後，今回も，中正記念堂についで
国父記念館を参観した｡また,中砿記念堂と同様に，
|司館内の巳大な孫文の座像の両脇に立つ衛兵の交代
を兄ることができた。同館内には，台湾に多くの原
住民族がいたことから，人口の大部分を占める外来
の福建街南部の悶南語を話す漢族との間での「多文
化共生」を掲げる展示ブースがある。
5）故宮博物院
3月8日（火）午後,MRT淡水線士林駅で下車して，
故宮博物院行きのバスに乗って故宮博物院を参観し
た。今回は，中国大陸からやって来たと思われる観
光客が前回(2015年3月上旬）よりも少なかったよう
に思わｵ､前回ほどは混雑していなかった。
－77－
6）紅毛城
3月911(水）午後,MRT淡水駅で下1I'こし，少し遊
い昼食をとり（淡水",物の「阿給」などを食べた)，
ほぼ昨ilと|可じコー スで紅毛城(旧イギリス髄'|;:fi1'i)
を参観した。その途中，棉佑′畠．(|xl13)と尚教師マッ
ケイの伽いた教育施設を基とする真理大学を,ilillllし
た、
7）その他
3月911（水）午前，口勝生加賀屋を肋間するliilに，
そのすぐ近くにある台北市図書館北投分館（図14,
開放時川は,HI"H｡月曜Hが9:00～l7:00,水llfH
~-IMEIIが8:30～21:00)と温泉博物館を参観した。
同口’水）午後は，毛紅城を参観した後，淡水淘
冒弓
閨砺頭に歪ったところで,解散して同lll行動とした。
我々2fの教員は，淡水駅に戻る途中で「得忌利-1-；
（ダグラス）洋行」（図15)に立ち寄って参観した。
、
図13福佑宮(蠕祖宮)で参拝と占いをする学生たち
Fi913Studentsworshippingandcheckingtheir
fOrtunesintheFuYbu~iemple.
図14台北市図書館北投分館
Fig.14~iaipelPublicLibraryBeitouBranch
3jllOll(4<),あいにくの|;|;jにもかかわらず,_|_:
林'|｣I-llll公帷lはJ|ﾐ術に多くの'|!l'ilJd婚からやって来た
観光群で!賑わっていたただし，残念ながら，｜:林
'|‘1.邸(|kl16)|#|体は休伽となっており，入館するこ
とはできなかった。
図15ダグラス洋行
Fig.15Dou9lasLapraik&Co
図16士林官邸
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Vおわりに
以上が訪問珊蕊の概要であるが，本報告を終える
にあたり，3〃911（水）の夜に，参加した学生全員
を集めて災施した反術会でのI篭,論をもとに，学生へ
の教育効果と，それを蹄まえた将来の妨問計l血iにつ
いてコメントをﾉjllえたい。
まず，′籾|芝のニーズについて。今胆lの研修に参加
した学/|畠の!卜!には，台湾で断動する企堆の方から,椚
を|ﾙ|くことにiiたる関心を↓｣l§つ付がいたノノで，台
湾における各ｲI1'､i:豐術機|)Mを,川M1-ると|ﾙlき,ll'!清し
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